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オフィスではいつも 12：00 きっかりに

「お昼になりましたぁ！」とオフィスの

みんなに聞こえるように声をかけてくれ

ます。でもそんな元気な桜田さんの苦手

は、ニンジンです。お昼のおかずにニン

ジンが入っているとどんなに小さくて

も、廻りにプレゼントしています。 

ただごく最近の調査によるとニンジンは苦手でも

ナマコは好物だそうです。さすが、ご両親の出身地

北海道でおいしいナマコをいっぱい食べてきただ

けのことはあります。 

事務方総元締めの桜田さんは、オフィスではとても

やさしいです。 

訪問に出る前のスタッフでも社長でも、桜田さんの

依頼なら、予定変更から書類作成までなんでも「ハ

イ！」と受けてくれます。お仕事をスムースに動か

す縁の下というか円の中心というか、美しくて元気

な「力持ち」です。 

皆様もひまわり治療院にいらっしゃる機会があり

ましたら、ぜひ桜田さんの元気に触れてください。                 

(事務方 N・T より) 

 

桜田と申します。 

どうぞよろしく 

お願いいたします。 
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○○様のお元気になる姿を見ることが 

できて嬉しい気持ちで一杯になります！ 

                      ありがとうございます！！ 

                       

 

 

 K 様より 

お世話になっております。 

報告書を拝読してとても嬉しく思いました。 

母とのコミュニケーションをちゃんと取って下さっていること、 

母の喜ぶように努力されていることに深く感謝します。 

マッサージだけでも気持ちが良くなるのでしょうが、更に気持ちの 

通い合いがあれば最高だと思います。本当にありがとうございます。 

今後もよろしくお願いいたします。 

 

               K様 こちらこそ、いつもお母さまの 

                 素敵な笑顔に元気を頂いております。 

                 ありがとうございます！！ 

 お客様のお嬢様より 

ひまわりさんのマッサージや運動のお陰だと思います。自力でトイレ

にも行けています。コロナにより、運動や活動の制限もあり、筋力が落

ちています。体重は増加・・・ 

継続してマッサージしていただくことで、運動不足の解消になり今の

状態を維持して欲しいです。 

スケジュールも調整してくださりありがとうございます。 

今後ともよろしくお願い致します。 
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この制度は、認知症などで判断能力が不十分な人に代わり、

後見人が財産管理や福祉サービスの手続きをするものだ。

認知症の高齢者は 2020 年で約 600 万人、25 年に約

700万人という推計もある。一方、利用者は 21年末時点

で約 24万人にとどまり、まだ十分に使われていない。 

利用者の視点にたって、より使いやすく身近なものにしな

ければならない。 

計画の大きな柱となるのが、後見人の柔軟な

交代を推進することだ。家庭裁判所が選任す

る後見人は、いまは弁護士などの専門職が多

くを占める。親族は 2割程度にすぎない。専

門知識が必要な場面では専門職が、暮らしに

よりそった日常的な支援は親族や自治体が養

成する市民後見人が担う、といったことが想

定される。 

また、いまは原則としていちど利用を始めた

ら、途中でやめることはできない。後見人へ

の報酬も長期にわたって必要になり、利用を

ためらう一因とされてきた。本人にとって必

要な範囲、期間だけ利用できるよう制度を見

直すことも検討する。 

これらの方針は、いずれも利用のハードルを

下げることにつながり、評価できるだろう。 

 

 

＜次ページへ＞ 
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日本経済新聞 2022 年 4月 25日より抜粋 

   

  

  

成年後見制度が地域にしっかり根付くよう、政

府は 24年度末までに全市町村が「中核機関」

を整備することを目指している。 

住民などからの相談に応じ、地域のさまざまな

関係組織のコーディネートにあたるところだ。 

20 年 10 月時点の調査では、今春（21 年度

末）までの整備予定を含めても、全体の 44%

にとどまっている。整備を加速してほしい。 

 

成年後見制度は、高齢者らの暮らしを支える大

事なセーフティーネットだ。過度にがちがちな

仕組みにすると、かえって守るべき人を遠ざけ

てしまいかねない。高齢化の進行に追いつかな

くなるのは困る。 

対応は待ったなしだ。 
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